







A Study on the Kanji Acquisition Process in Vietnamese Learners of Japanese 　
　This study investigated the characteristics and acquisition of learning kanji─a 
logographic system of Japanese writing that represents words of ideas, and which can 
have different meanings and pronunciations depending on their context─by native 
speakers of Vietnamese who are learning Japanese. In addition, the purpose of this 
study was to learn how Vietnamese native speakers who do not use kanji everyday 
can see the process of acquiring kanji as being "fun" and continue learning it. The 
research method was based on an analysis and consideration of questionnaires, 
together with interviews conducted on kanji learning with students majoring in 
Japanese at a university in Vietnam.
　The main part of the study was asking learners to write their “favorite kanji” and 
their "easiest-to-remember kanji" then interviewing them as to their reasons. By 
classifying the reasons into 10 types and analyzing them, the following has become 
clear. The reason learners listed a particular kanji as a “favorite” was that they 
understood it and resonated with the kanji’s meaning and values, the reason they 
listed it as “easiest-to-remember” was because of the shape of kanji and the frequency 
they encountered it.
　From there, learners can continue to enjoy learning and remembering kanji finding 
pleasure in kanji’s meaning and to resonate with its interpretation and shape, and by 
looking for a particular kanji and writing it with higher frequency. This helps with the 
recognition that the method of kanji acquisition is different for Vietnamese native 
speakers than for Japanese native speakers, and proposing the “fun” aspect of kanji 

























































































































































































































内訳は，ホーチミン市師範大学日本語学部 3 年生30名，Van Hien（文献）
大学（ホーチーミン市）日本語学部 2 年生18名，Phuong Dong（東方）大














・インタビューの内容：質問紙の回答について，以下の 1 ～ 2 の質問を行




　　質問 3 　 漢字の勉強のために，家ではどれぐらいの時間をかけて勉強
していますか。
　　質問 4 　 1 週間で，何文字ぐらい覚えられますか。
　　質問 5 　漢字をどのような方法で覚えていますか。















































































































































































5 － 1 ．「好きな漢字」の調査結果
　「好きな漢字」の調査結果を図 1 ．に示す。総数における項目別の割合






延べ語数 異なり語数 延べ語数 異なり語数
（計243） （計177） （計227） （計146）
①意味 1 （価値観） 70 28.8　％ 52 29.4　％ 22 9.7　％ 18 12.3　％
②意味 2 （好きなもの） 82 33.7　％ 48 27.1　％ 28 12.3　％ 22 15.1　％
③パーツ 5 2.1　％ 5 2.8　％ 24 10.6　％ 21 14.4　％
④形 43 17.7　％ 29 16.4　％ 94 41.4　％ 45 30.8　％
⑤熟語 7 2.9　％ 5 2.8　％ 0 0　％ 0 0　％
⑥頻度 23 9.5　％ 19 10.7　％ 40 17.6　％ 26 17.8　％
⑦属性 14 5.8　％ 13 7.3　％ 6 2.7　％ 6 4.1　％
⑧学習順 3 1.2　％ 3 1.7　％ 12 5.3　％ 7 4.8　％
⑨読みやすさ 2 0.8　％ 2 1.1　％ 0 0　％ 0 0　％











　理由 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 計
出力
　理由 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 計
母 1 64 　 3 　 　 　 14 留学生 1 2 　 　 　 　 　 3
父 1 6 　 2 　 　 　 9 遊 1 1 　 　 　 　 　 2
日本 　 4 　 3 　 2 　 9 安 　 1 1 　 　 　 　 2
愛 7 　 　 1 　 　 　 8 映画 　 2 　 　 　 　 　 2
好 1 2 1 2 　 　 1 7 学生 　 　 　 　 　 2 　 2
家族 5 1 　 　 　 　 　 6 川 　 　 　 2 　 　 　 2
生 1 　 　 2 3 　 　 6 感 2 　 　 　 　 　 　 2
日 　 1 　 4 　 1 　 6 米 　 　 　 　 　 2 　 2
花 　 3 　 2 　 　 1 6 幸 2 　 　 　 　 　 　 2
女 　 2 　 1 　 1 1 5 自 2 　 　 　 　 　 　 2
学 2 2 　 　 1 　 　 5 自由 　 1 　 1 　 　 　 2
金 1 2 　 　 　 　 1 4 食 　 2 　 　 　 　 　 2





















「父」「家族」がある。「母」は 3 項目，①「意味 1 」，②「意味 2 」，④「形」
に挙げられているが，②「意味 2 」に10人が挙げている。理由は「母が好き」
明 　 　 　 1 　 　 2 3 月 　 2 　 　 　 　 　 2
犬 　 2 1 　 　 　 　 3 夏 　 2 　 　 　 　 　 2
海 1 2 　 　 　 　 　 3 日本語 　 　 　 　 　 2 　 2
国 　 2 　 　 　 1 　 3 春 　 2 　 　 　 　 　 2
成功 3 　 　 　 　 　 　 3 文化 1 1 　 　 　 　 　 2
人 　 1 　 3 　 　 　 3 楽 2 　 　 　 　 　 　 2
勉強 　 1 　 　 　 2 　 3 料理 　 2 　 　 　 　 　 2




であった。「愛」は 2 項目，①「意味 1 」，④「形」であるが，ほとんどが
①「意味 1 」である。理由は「愛は大切だ」「恋愛は大切だと思う」「何よ
りも人生の愛だから」「形がきれいだ」などが挙げられている。①「意味 1 」，
②「意味 2 」，④「形」の 3 項目に挙げられたが，理由として「父が好き」
という②「意味 2 」が多い。「家族」は①「意味 1 」，②「意味 2 」の 2 項
目であるが，①「意味 1 」に 5 人が挙げている。理由は「家族は一番大切」「私
にとって一番大切」「家族が好き」であった。以上のように，「好きな漢字」






の 3 項目，「日本語」は⑥「頻度」の 1 項目であった。「母」「父」などと
比べると，「好きな漢字」として挙げられた数は少ない。







①「意味 1 」②「意味 2 」の合計延べ語数は152（62.5%）で「好きな漢字」
が挙げられた理由の半分以上を占める。さらに，④「形」の3.5倍である。













































5 － 1 － 3 ．「好きな漢字」の理由　―「形」を中心とした分析―
　次に「好きな漢字」を形から分析してみる。挙げられた「好きな漢字」
異なり語数117のうち，④「形」を出力理由にしたものは，「日」（ 4 回），「日



































①意味 1 （価値観） 22 9.7　％ 18 12.3　％
②意味 2 （好きなもの） 28 12.3　％ 22 15.1　％
③パーツ 24 10.6　％ 21 14.4　％
④形 94 41.4　％ 45 30.8　％
⑤熟語 0 0　％ 0 0　％
⑥頻度 40 17.6　％ 26 17.8　％
⑦属性 6 2.7　％ 6 4.1　％
⑧学習順 12 5.3　％ 7 4.8　％
⑨読みやすさ 0 0　％ 0 0　％

























　表 7 ．の 3 回以上出力された漢字が挙げられた理由をみると，④「形」
を理由としたものが11漢字，⑥「頻度」は10漢字，①「意味 1 」は 7 漢字，
③「パーツ」は 6 漢字，②「意味 2 」⑧「学習順」は 5 漢字，⑦「属性」
が 3 漢字となる。
　またそれぞれの理由で，最も多く挙げられた数を比較すると，④「形」
を理由とした「一」の 8 回，「人」の 7 回，「十」「女」の 5 回となる。そ
れ以外の分類項目で最も多く挙げられているのは， 4 回が最高で，⑥「頻
出力理由 ① ② ③ ④ ⑥ ⑦ ⑧ 合計出力回数
漢字の
画数
人 2 　 　 7 3 1 2 15 2
一 　 　 1 8 　 　 4 13 1
日 　 　 3 3 4 　 10 4
日本 3 1 　 　 4 　 2 10 　
大 1 1 　 4 1 1 　 8 3
月 　 　 1 4 　 1 　 6 4
山 　 　 　 4 1 　 1 6 3
田 1 　 　 3 1 　 　 5 5
日本語 　 2 　 1 1 　 　 4 　
安 1 1 1 　 　 　 　 3 5
好 1 　 1 　 1 　 　 3 6
先生 1 　 　 1 1 　 　 3 　
学生 　 1 　 1 1 　 　 3 　














































5 － 2 － 3 ．「覚えやすい漢字」の理由　―「頻度」を中心とした分析―
　⑥「頻度」を理由として挙げられた漢字は， 4 回の「日」「日本」が最
も多く，次が「人」の 3 回である。あとは，⑥「頻度」を理由としても，








　それ以外に覚えやすい理由としては，①「意味 1 」は 7 漢字，③「パー



















人 5 15 20 4.2
日本 9 10 19 4.0
日 6 10 16 3.3
母 14 1 15 3.1
一 1 13 14 2.9
父 9 3 12 2.5
女 5 6 11 2.3
好 6 3 9 1.9
大 1 8 9 1.9
愛 8 1 9 1.9
学 5 3 8 1.7
月 2 6 8 1.7
心 4 3 7 1.5
生 6 1 7 1.5
花 6 1 7 1.5
勉強 4 3 7 1.5
山 1 6 7 1.5
犬 3 3 6 1.3
学生 2 4 6 1.3
金 4 2 6 1.3













家族 5 1 6 1.3
十 1 5 6 1.3
先生 2 3 5 1
国 3 2 5 1
田 0 5 5 1
二 1 4 5 1
木 0 5 5 1
出力理由
好きな漢字（計243） 覚えやすい漢字（計227）
延べ語数 異なり語数 延べ語数 異なり語数
（計243） （計177） （計227） （計146）
①意味 1 （価値観） 70 28.8　％ 52 29.4　％ 22 9.7　％ 18 12.3　％
②意味 2 （好きなもの） 82 33.7　％ 48 27.1　％ 28 12.3　％ 22 15.1　％
③パーツ 5 2.1　％ 5 2.8　％ 24 10.6　％ 21 14.4　％
④形 43 17.7　％ 29 16.4　％ 94 41.4　％ 45 30.8　％
⑤熟語 7 2.9　％ 5 2.8　％ 0 0　％ 0 0　％
⑥頻度 23 9.5　％ 19 10.7　％ 40 17.6　％ 26 17.8　％
⑦属性 14 5.8　％ 13 7.3　％ 6 2.7　％ 6 4.1　％
⑧学習順 3 1.2　％ 3 1.7　％ 12 5.3　％ 7 4.8　％
⑨読みやすさ 2 0.8　％ 2 1.1　％ 0 0　％ 0 0　％






　　延べ語数としては，1）②「意味 2 」，2）①「意味 1 」，3）④「形」




となる。 5 － 1 ．および 5 － 2 ．での分析では，大まかに言えば，「好き
な漢字」は「意味」，「覚えやすい漢字」は，「形，頻度」からという理由
が多かったのと，一致した結果といえる。 5 － 2 ．で分析対象とした漢
字は， 3 回以上出力された漢字としたが，異なり語数としては14（9.6％）



















































































































































































































4  「2015年度日本語教育機関調査結果」国際交流基金 pp.5-7．
5  「2017年度外国人留学生の就職活動に関する調査結果」  https://www.jpf.








9  https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000192073.html（2019年 2 月28日
アクセス）
10 松田ほか（2008）p.22.
　本論文の執筆は， 1 ． 4 ． 5 － 2 ． 5 － 3 ．は小川， 2 ． 3 ． 5 ． 5 －
1 ． 6 ． 7 ．は関が分担した。
参考文献
伊 藤寛子，和田裕一（1999）「外国人の漢字の記憶検索における手がかり
－自由放出法を用いた検討－」『教育心理学研究』47，pp.346-353.
円 満字二郎（2014）『漢字なりたち図鑑―形から起源・由来を読み解く』
ベトナム人日本語学習者の漢字習得プロセスの研究
― 85― 110
誠文堂新光社
岡 崎正道（1993）「日本語教育における漢字指導の在り方」岩手大学人文
社会学部紀要『Artes liberales』No.52，pp.11-28.
加 納千恵子「日本語教育における漢字学習の支援方法」『世界の漢字教育
－日本語漢字を学ぶ－』（2017）第 8 回，pp.5-16.
加 納千恵子，清水百合，竹中弘子，阿久津智，石井恵理子，海保博之，出
口毅（1989）「自由放出法による外国人の漢字知識の分析」『筑波大学留
学生教育センター日本語教育論集』4，pp.65-91.
栗 原由加（2019）「日本語学習者の漢字習得プロセスについて考える－タ
イの非漢字系学習者へのアンケート調査を通じて－」『神戸学院大学グ
ローバル・コミュニケーション学会紀要』第 4 号，pp.17-24.
栗 原由加，関かおる（2017）「非漢字圏における漢字教育に関する実態調
査および提言―ヤンゴン外国語大学におけるインタビュー調査を通じ
てー」『神戸学院大学グローバル・コミュニケーション学会紀要』第 2 号，
pp.17-36.
栗 原由加，関かおる（2018）「漢字学習の意欲に影響する要因－ラオス国
立大学及びヤンゴン外国語大学の調査結果の比較検討を通じて－」『神
戸学院大学グローバル・コミュニケーション学会紀要』第 3 号，pp.17-
32.
粟 飯原志宣，松浪千春（2017）「ベトナムにおける日本語教育の現状と課
題－高等教育の現場が抱える社会と文化の問題を事例として－」『早稲
田日本語教育学』第24号，pp. 71-80.
株 式会社ディスコキャリタスリサーチ（2017）「外国人留学生の就職活動状
況 」https://www.disc.co.jp/wp/wp-content/uploads/2018/08/fs201808. 
pdf（2019年 3 月現在）
松 田真希子，タン・ティ・キム・テュエン，金村久美，ゴ・ミン・トゥイ，
中平勝子，三上喜貴（2008）「ベトナム語母語話者にとって漢越語知識
は日本語学習にどの程度有利に働くか－日越漢字語の一致度に基づく分
― 86―
小川早百合・関　かおる
109
析―」『世界の日本語教育』18，pp.21-33.
＜付記＞
　本稿は，文部科学省科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究（課題番号：
15K12897.研究代表者：小川早百合）の成果の一部である。
